
No.２６９０
紅葉と天候が当たれば素晴らしいです
涸沢・北穂高岳
実施日 2014年10月1日(水)～4日(土)
天 候 10/1晴れ・10/2 晴後曇･雨・

10/3雨・10/4晴
リーダー 涌井 良明
参加者 涌井良明､白石恵美子､石附智江､

渋谷賢寿､渋谷京子､遠井謙策､中
村友子､伊藤久雄､宇野輝代､佐藤
政司､石附恵理子 計11名

費 用 列車(新宿起算JR+ｱﾙﾋﾟｺ交通)
14,160円／ 3,900円／宿泊費
11,800円(山荘＋ﾃﾝﾄ)

合計29,860円
タイム 10/1 新宿BT(7:20)上高地BT

(12:10∼30)明神(13:25∼
40)徳沢(14:25∼35)横尾
山荘(15:30) 泊

10/2 横尾山荘(6:25)本谷橋
(7:45∼ 8:00)1950m付近
(8:40∼45)涸沢(10 :10)
～テント設営 泊

10/3 待機(朝～10時)奥穂登山
道ﾊﾟﾉﾗﾏｺｰｽ散策(10:00∼1
2:00)午後自由行動 泊

10/4 起床(4:30頃)朝食(5:00
頃 )撤収作業 (6 : 00頃 )
テント場発(7:00)涸沢
発(7:15)屏風ノ頭への
尾根(8:30∼ 40)屏風ノ
コル(8:50)屏風ノ耳(9:
15∼40)屏風ノコル(10:
00∼05)1975ｍ付近(11:
20∼30)徳沢(12:40∼13:
15)上高地BT(14:25)

10/1 上高地BTは10月とあって平日と
は言え賑やかだ｡明るい声の響く中､ここ
数年で最も重いザックを背負って歩くと
思うといまひとつ気は重いかも。
今回はメンバーのアプローチ方法も､直
通バス・マイカー・列車・１日遅れの夜
行とバラバラ。上高地BTでメンバー1人

と合流、別に早
着していた何人
かはBTでは混雑
が 嫌 だ っ た の
か？CLグループ
到着まで待てず、

先に歩き始めちゃったので、それぞれ別
パーティみたい､と感じるのはオイラだ
け？か。
さーて出発と思ったら、何と涸沢へ
のツアー登山に参加していた会員と遭
遇(@̲@)、言ってくれれば､別行動グル
ープとして参加メンバーで段取りできた
のに、少しは安く行けたかもよ～。
ザックは重いものの、今日は横尾へ観
光客となって歩き出す。
明神でやっとこさ､先着組と合流、梓川
畔の秋を感じながら林道歩き。
予定通り３時間かけて横尾山荘へ到着｡
風呂もあって、食事も旨い旅館仕様の
山荘で快適に過ごす。星が綺麗だった。
10/2 今 日は
は昼以降の天気
予報は芳しくな
いが、山荘出発
時はまだまだ秋
の陽ざしタップ
リである。
横尾大橋で梓川を渡り、林道から山道
となる。殆ど登りらしい傾斜もない小道
歩きといった感じがしばらく続く。
やがて屏風岩がチラチラと見え始める
が、横尾谷に沿って気分の良い道を行く､

周囲も徐々に紅
葉の美しさも増
してくる。我々
もこのルートの
休憩所､本谷橋
で一息入れるが
快晴と朝のすが

すがしさが爽快だ。が、ここから涸沢ま
では500㍍以上登ることになる。ウェ！
この辺りから下山してくる登山者との
行き違いがやたら多くなる。昨日の情報
では紅葉の最盛期は数日前だったとのこ
とだが、素晴らしい眺望を堪能してきま
したか？ それなりに傾斜は増したもの
の毎週のように
山を歩いている
我がパーティは
いつもより重荷
なのだが、つら
さなどは感じて
いないようだ。



ひっきりなしの行き違いをしながら高
度を上げて行くと、木々の高さは徐々に
低くなり、ダケカンバやナナカマドが多
くなり辺りは黄･朱に染まる世界に入っ
ていくようだ。徐々に視界も広がってく
るが､周囲も見える山肌も増々鮮やかな
黄～朱の世界が濃くなっていき別次元の
世界に立ち入っていく様だ。そんな具合
で涸沢の直下の急な登りに感じる嫌さも
なく涸沢ヒュッテに。

そのままテント
場に移動、石こ
ろだらけと言う
か全てが岩場の
テント場だが適
当な張り場を物
色して２泊の宿

を設営した。
張り終わる頃から頭上は雲に覆われ
て来る、予報通り午後から青空は閉ざ
されそうだ。１時過ぎに後続の２名も
合流して、全部で５張の設営も完了した。
写真やTVで見るのとは違う、その雄大
で美しい秋の
涸沢の中にい
る嬉しさも味
わいながら、
いつもの小屋
泊と同じ様に
ささやか宴
会？やツアーで来た会員との親交など
であっと言う間に時間が流れていく。
夕食の頃からはやはり雨が落ちてくる、
仕方なくそれぞれのハウス？に引き上げ
て夕食を済ます。時々風も吹くようにな
り今夜は気持ちよく寝られるだろうか？
夜も更けてくると雨・風共にやや強く
なり、時々テントもあおられ頭や体にテ
ントが貼り付いてくこともある。この天
候で各テントでは旨く寝られているだろ
うか？ と心配もするが自分のテントが
バタバタと揺すられることの方が気にな
ってしまう。そんな中でも浅めの眠りを
繰り返しながら朝を待つことにｚｚ…
10/3 明るさが戻って来ても、時折テ
ントを叩く雨音やあおる風はそのままの
状態のようである、涸沢の稜線は勿論遠
望は白く閉ざされてままだ。で、北穂行
は保留というかすっかり諦めてしばらく

様子をみることにする。テント泊での停
滞って何時以来
だろう？（日航機
事故の前～当日で
の北岳山荘のテン
場以来かな）
そのうち涸沢
内トレイルをす
ることになって、雨具を着込んでザイテ
ングラードからのパノラマコースを歩

く､奥穂に続く
登りを行くが、
所々に現れる
鮮やかなナナ
カマドを癒さ
れる。展望岩
でテント村の
俯瞰と煙って

はいるものの秋の涸沢を眺めながら歩
く。涸沢小屋からザイテンに向かう道ま
で登り、涸沢小屋に下る。小屋でしばら
く午前中の宴会で盛り上がってから、テ
ントに戻って昼
食に。
午後になって
も雨は止まず、
思い思いにテン
トでおしゃべ
り、飲み会で時
間も流れていく。夕方になって風は収ま
るが時々思い出したように小雨が降る。
夕食も終わって二日目も寝る時間も近
づく頃に天気も回復模様となりこれも予
報通り明日は陽射しも戻りそうだ。
今夜はテントを打つパラパラ・バタバ
タの音もなく穏やかに眠られそうだ。
10/4 夜半からは黒い山陰に沿って星
空が広がる。それだけに明け方は昨日よ

り冷え込ん
だ。５時過ぎ
には朝食も済
ませてから撤
収準備にかか
る。
６時前に突然
穂高の稜線が

黄金色に光り出し､涸沢のモルゲンロー
トになった。
テン場も小屋のテラスも全員が穂高の



稜線を見上げている。紅葉＋朝陽のゴー
ルデンカラーは稜線から徐々に下がり、
前穂北尾根に
薄く流れるガ
スなどもアク
セントとなり､
涸沢秋の日の
出の美しさを
楽しんだ。延
々歩いて今此
処にいる人だけの特権である。
７時にテント場を後に下山予定のパノ
ラマコースに向かう。

トップは岩慣れ
したＳ氏にお願
いした。
直ぐに狭いトラ
バースルートに
なり、色とりど
り秋色の道から

涸沢を見下ろすようになる。やがて小さ
いが岩場が連続するよになり濡れている
所も多いので慎重に進む。短いものの岩
の急登下降を繰り返すが、木々の彩りに
も助けられて順調
に進む。前方には
常念の山稜も少し
ずつ近づきやがて
槍ヶ岳の穂先も見
え始める。涸沢も
遥かに俯瞰するよ
うになって、屏風ノ頭から続く尾根に登
り着く。眼下に梓川も見える。やせ気味
の尾根を進んで屏風ノコルに、ザックを

デポして屏風
ノ耳に向かう。
急な登りを行
き、這松と積
み重なった岩
を越して耳に

到着、正面
には涸沢を
取り巻く穂
高の峰々と
槍ヶ岳に連
なる山稜､反
対側には常
念山脈の連

なりととにかくスケール感を伴った日本
の絶景である。それが遠望ではなく間近
に広がっているだ、真に日本の山岳美の
極致ではないかと思われるものだ。しか
も季節は秋である。
存分に眺めを楽しみ、カメラ・脳裏に
記憶してコルまで戻る。
再び思いザックを感じながら下山を再
開､所々にロープが張られた岩場の下降
など岩の目立つ道が続く､二ヶ月ほどし
か通行できないこのルートは道型ははっ
きりしているが一般道に比べ荒れ気味で
はある。その割にはツアー登山も含めて、
行き違うパーティは多い。確かに秋の人
気ルートであり、誰しもピンポイントを
狙っ歩くので仕方ないが狭い登山道の行
き違いは要注意だろう。
また我々は下
りだが、ガレを
含む急な岩の下
りなので登りの
方が安全だろ
う。
ツアーなどは
殆ど登りで使っていることが多いが、屏
風のコルから涸沢までは下りの岩場が多
くなるので､それはそれで厄介な道だが。
奥又白への道の沢からは傾斜も緩くな
って道も広がり歩き易くなる
やがて治山路になって新村橋で梓川を
渡って上高地への道になる。
徳沢で昼食を摂って､上高地ＢＴへスタ
コラ歩き、沢渡で一風呂浴びて、列車・
クルマと別れて帰路になった。
秋の涸沢のテント泊･･･で三年目で何と
か実施でき､参加いただいた皆様に感謝
です。今年の紅葉はやや早いとのことで
若干盛りを過ぎていた様ですが、充分に
涸沢の秋色・秋模様を堪能でき、更に屏
風ノ耳からの遮るもののない大展望もあ
って、北穂は残念だったが､また次回訪
れる理由ができたかも知れないな､と思
っている。

（記＆写真・涌井 良明）


